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 今回は「失敗を恐れるようになったら～前編～」をお伝えしていきたいと思います。 

乳幼児期から幼児期になると、自分の苦手な事や嫌いな事を避けるお子さんも多いようです。 

どうすれば失敗を恐れずに意欲的に取り組める気持ちを育てる事ができるでしょうか。 

 

失敗を怖がるのは成長の証 

 1・２歳児では、自分の実力を超えることをやりたがりますが、３歳を過ぎると徐々に「失

敗してしまうかもしれない」「うまくできないかもしれない」と予測できるようになるため、

挑戦をためらってしまう事があります。４・５歳になると友だちと比較するようになり、競

争意識が高まります。ただ、自分の能力を把握できていないので、うまくできないと怒った

り泣いたり、思い通りにならない事があると分かると失敗を怖がるようにもなってしまうの

です。 

しかし、この失敗を恐れる気持ちが芽生えてくるのは、発達段階から見てごく自然な事です。 

 

失敗を怖がる理由 

 ①過去の体験がトラウマになっているお子さま 

   過去に大きな失敗をして笑われたり、辛い思いをしたりした場合、そうした経験が本 

人のトラウマになってしまう事があります。 

 ②失敗に厳しい環境にいるお子さま 

   失敗に対して「ダメじゃない」と叱ったり、「そんな事もできないのね」と笑ったり、

からかったりする方が周囲にいると、子どもは自信をなくしてしまいます。 

 ③プライドが高いお子さま 

   プライドが高く、他の人に負けたくないという気持ちが強いお子さまの場合、失敗し

た姿を見せたくないがゆえに挑戦を避けることがあります。 

 ④心身や心の発達がゆるやかなお子さま 

   病気がちなお子さまや早生まれのお子さまなどは、周囲のお子さまより身体や心の発

達がゆっくりであるがため、劣等感を覚えやすいことがあります。 

 

まずは「失敗しても大丈夫」と受け止めて！ 

 「失敗しても大丈夫だよ」という事を、生活の様々な場面で伝えて欲しいと思います。 

そのうえで「できない」～と言うのであれば、なぜやりたくないのか、なぜ怖いのか、その 

気もちをじっくりと受け止めてあげてください。挑戦した結果、うまくいかなかった場合も

同じです。残念だった気持ちやイライラする気持ちを受け止めてあげてください。 

 

次回は、「失敗を恐れるようになったら～後編～」をお伝えします。 

クローバーだより     

  《子育て相談》 

  自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

 


